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社
会
全
体
の
高
齢
化
に
と
も
な
い
、

介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
世
帯
の
分
離
や
少
子
化
な
ど

で
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
も
増
加
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
、
介
護
の

期
間
も
、
全
体
的
に
長
期
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
介
護
を
す
る
人
の
負

担
も
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
高
齢
者
自
身
が
高

齢
者
を
介
護
し
て
い
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、

介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
社
会
全
体

で
介
護
を
し
よ
う
と
い
う
理
念
の
も

と
で
、
介
護
保
険
が
で
き
ま
し
た
。

市
内
に
お
け
る
１
年
間
の
介
護
保

険
の
利
用
状
況
を
み
る
と
、
３
月
末

で
１
、
１
６
９
人
が
認
定
を
受
け
て

い
ま
す
。（
表
１
）

ま
た
、
２
月
の
給
付
状
況
（
表
２
）

で
は
、
３
４
７
人
が
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
老
人
保
健
施
設
な
ど
に
入

所
し
、
残
り
の
８
２
２
人
が
在
宅
サ

ー
ビ
ス
の
対
象
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
訪
問
介
護
、
通
所
介
護

や
短
期
入
所
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
人
は
６
１
６
人

で
、
残
り
の
２
０
６
人
は
在
宅
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

昨
年
度
の
訪
問
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
「
家
族
で
介
護
が
可
能
」

「
入
院
中
」
ま
た
は
「
本
人
が
希
望

し
な
い
」
な
ど
が
未
利
用
の
理
由
で

し
た
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
、
本
人

の
日
常
生
活
の
自
立
と
介
護
者
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
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昨
年
の
４
月
に
介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
１
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
保
険
こ
の
一
年

ケアマネージャーとは、日常生活に支障を感じて

いる方々や、介護の問題などを抱えているご家族と

相談を重ねながら、その人にふさわしいサービス利

用につなげていく仕事です。これまでの相談を通し

て強く感じることは、利用者本人、介護しているご家

族それぞれが「自分の大変さを理解して欲しい」と

いう切実な願いを持っている反面、介護の問題や心

の苦しみをひとりで抱え込んでしまうことです。私

たちは利用する皆さんの「窓口」です。悩んだとき

は電話一本でかまいません、気軽に相談してくださ

い。いちばん困ることは、遠慮されることなのです。

普段私たちは「健康な一生を送りたい」｢できれ

ば介護を受ける側・介護をする側にはなりたくな

い｣と思っています。このため、介護保険が始まっ

たからといってすぐに制度やサービスに、人々が積

極的に目を向けてくれる訳ではありません。これま

でを見ても、介護保険制度は複雑で、制度変更もあ

りました。用語も聞きなれないものばかりです。い

ざ保険を利用しようと思ったときに、用語もサービ

スも複雑なままではいけません。制度の簡素化が必

要です。

また、皆さんに選択されるサービスを提供するう

えで欠かせないものは、利用している皆さんからの

ご意見です。どうぞ遠慮せずに利用している事業所

にご意見などをおっしゃっていただきたいと思いま

す。すべての事業所が皆さんのご意見を待っている

はずです。

最後に、高齢化社会をどのように乗り越えるかは、

全市民に投げかけられている課題です。｢保険料を

引き上げても充実したサービスを望むのか、あるい

は最小限のサービスを安い保険料で賄うのか｣など、

市は積極的に市民に投げかけて欲しいものです。

私も引き続き、皆さんの｢窓口｣として多くの意見に

耳を傾けながらより良い制度運用に努めていきます。

｢どんな介護サービスが使えるの？｣｢サービスの手続

きは？｣など、気軽にお問い合わせください。介護の悩

みも一人で悩まず、ご相談ください。

また、介護サービスを利用するうえでの不満や苦情、

改善してもらいたいことなども受け付けています。

●市役所介護保険課 相談窓口 157－3111(161､162)

●居宅介護支援事業所

～あなたのプランをケアマネージャーがつくります～

※相談やケアプラン作成は無料です。

個人の秘密は守られます。

田 中 保 雄 さん

私たちは介護保険の窓口です

老人介護支援センターつまりの里
ケ ア マ ネ ー ジ ャ ー

在宅介護サービスを利用しましょう

◆介護は悩まず、まず相談

◆介護の相談はこちらへ

在宅の介護に
行き詰まらないために

☆一人でがんばらない

無理は禁物です。介護サービスを上手に利用しま

しょう。

☆介護技術を身につけよう

「介護教室」を受講するなどして、体に無理がか

からないコツを身につけましょう。

☆介護仲間をつくろう

同じ思いをしている仲間との交流は、心の支えに

なります。「介護者交流会」に参加したり仲間づく

りや情報交換をしましょう。市では、「家族介護教

室・交流事業」を予定しています。計画ができしだ

い、市報などでお知らせします。

十日町市社会福祉協議会（西寺町・旧織物会館内）

三　好　園（下条中央通り・特養三好園内）

つまりの里（幸町・妻有荘内）

き た は ら（北原・老健きたはら内）

や ま び こ（寿町２丁目・デイサービスセンターやまびこ内）

㈲　豊　楽（錦町１丁目・サンマリズ１F）

㈱クリーンセキュリティー（本町２丁目・田倉３F）

150-5012

156-2134

158-2243

152-7026

150-1515

152-6988

150-1288

三　好　園（下条中央通り・特養三好園内）

つまりの里（幸町・妻有荘内）

き た は ら（北原・老健きたはら内）

や ま び こ（寿町２丁目・デイサービスセンターやまびこ内）

156-2134

158-2243

152-7026

150-1515

●在宅介護支援センター ～お年寄り何でも相談室～

◆
１
年
間
の
利
用
状
況

介
護
保
険
こ
の
一
年

（表１）申請と認定の状況

（表２）２月の給付状況

申請件数

認定状況（平成13年３月31日現在、単位：人）

区　分 要支援
要介護
１

要介護
２

要介護
３

要介護
４

要介護
５

合計

65歳以上 100 308 230 142 170 189 1,139

13 39 50 21 35 34 192

87 269 180 121 135 155 947

3 8 6 3 3 7 30

103 316 236 145 173 196 1,169

65歳以上
75歳未満

75歳以上

40歳以上
65歳未満

計

自　立 32人（平成12年４月～13年３月計）

2,336件

（要介護・要支援・変更・更
※　

新申請の合計）

在宅サービス 616人

施設サービス 347人

介護老人福祉施設（特養ホーム） 131人

介護老人保健施設 178人

介護療養型医療施設 38人 ※更新申請は原則半年に１度行われるため、申請件数は申請者
数のほぼ２倍になります。
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65
歳
以
上
の
保
険
料
は
、
本
人
や

家
族
の
所
得
な
ど
に
よ
り
個
人
ご
と

に
決
ま
り
ま
す
。
今
年
の
保
険
料
額

は
、
納
付
書
な
ど
で
個
別
納
付
す
る

人
は
７
月
中
旬
に
、
年
金
か
ら
天
引

き
の
人
は
８
月
上
旬
に
納
入
通
知
書

で
個
人
ご
と
に
通
知
し
ま
す
。

新
制
度
を
ス
ム
ー
ズ
に
導
入
す
る

た
め
に
、
保
険
料
は
昨
年
の
４
月
か

ら
９
月
ま
で
は
全
額
を
、
10
月
か
ら

今
年
の
９
月
ま
で
は
半
額
を
、
国
が

負
担
し
て
き
ま
し
た
。
た
だ
し
10
月

か
ら
保
険
料
は
本
来
の
額
に
戻
り
ま

す
。
誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
納
付

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

と
っ
て
、
こ
こ
ろ
よ
く
往
診
に
き
て
く
だ
さ
る
先
生
が
い
る
こ

と
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
在
宅
介
護
で
も
っ
と
も
支
え
に
な
っ
た
の
は
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
の
存
在
で
す
。
介
護
の
悩
み
を
他
人
に

相
談
し
て
も
、「
ぐ
ち
」
に
な
る
ば
か
り
で
、
正
し
い
解
決
策

は
見
つ
か
り
に
く
い
も
の
で
す
。
そ
の
点
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例

を
知
り
、
親
身
に
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

さ
ん
が
わ
が
家
に
き
て
く
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
心
の
支
え
で

し
た
。

在
宅
介
護
は
、
家
庭
と
い
う
密
室
の
中
で
行
わ
れ
ま
す
。
ま

し
て
や
介
護
を
す
る
者
は
、「
出
口
の
見
え
な
い
ト
ン
ネ
ル
の

中
で
」
徐
々
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
心
境
に
な
り
ま
す
。
わ
が
家

で
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
と
相
談
し
て
作
っ
た
ケ
ア
プ
ラ

ン
に
よ
っ
て
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し
、
心
身
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
も
で
き
ま
し
た
。

介
護
保
険
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
、
一
年
が
過
ぎ
た
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
介
護
保
険
制
度
を
続
け
る
う
え
で
、
一
番
大
切
な

の
は
、
施
設
の
整
備
や
充
実
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
に
か

か
わ
る
人
た
ち
の
「
人
間
性
」
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
５
月
に
母
が
亡
く
な
る
ま
で
、
夫
と
私
で
在
宅
介
護

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
母
は
畳
の
上
で
転
ん
だ
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
亡
く
な
る
ま
で
の
２
年
７
か
月
間
、
寝
た
き
り
の
生
活

と
な
り
ま
し
た
。「
な
る
べ
く
家
で
過
ご
し
た
い
」
と
い
う
本

人
の
希
望
で
、
定
年
退
職
し
た
ば
か
り
の
夫
と
私
が
在
宅
介
護

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
を
す
る
う
え
で
、
一
番
困
っ
た
の
が
入
浴
で
し
た
。
体

重
の
軽
い
母
で
も
、ま
っ
た
く
体
に
力
が
入
ら
な
い
状
態
で
は
、

砂
袋
と
同
じ
で
す
。
男
手
が
あ
っ
て
も
、
浴
槽
に
入
れ
て
あ
げ

る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
お
願
い
し
て
、
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

や
は
り
専
門
的
に
介
護
を
し
て
い
る
人
の
技
術
や
知
識
、
人

柄
と
い
っ
た
も
の
は
、
突
然
介
護
を
始
め
た
者
と
は
比
べ
も
の

に
な
り
ま
せ
ん
。
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
、
本
人
も
大
変
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
。
床
ず
れ
も
、
一
度
教
わ
っ
た
予
防
法
を
実
践

し
た
と
こ
ろ
、
完
治
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
わ
が
家
の
場
合
、
主
治
医
の
先
生
に
と
て
も
助
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
病
院
に
連
れ
て
行
く
の
も
難
し
い
老
人
に

毎
年
４
月
１
日
に
65
歳
以
上
で
、

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
が
、
年
金

か
ら
の
天
引
き
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
４
月
２
日
以
降
、
新
た
に
65
歳

に
な
っ
た
人
は
年
金
か
ら
天
引
き
は

で
き
ま
せ
ん
。

被
災
な
ど
の
特
別
な
事
情
が
な
い

の
に
１
年
以
上
保
険
料
を
納
め
な
い

で
い
る
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
と
き
、
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担

を
し
た
り
、
１
割
の
自
己
負
担
額
が

３
割
に
な
り
ま
す
。

納
め
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
そ

の
ま
ま
に
し
な
い
で
、
市
の
窓
口
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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65歳以上の保険料
～介護保険は、介護を社会全体で支える制度です～

介護保険料の納付に
ご協力ください！！

保
険
料
は
所
得
段
階

ご
と
に
決
ま
り
ま
す

10
月
か
ら
は
本
来
の

額
に
戻
り
ま
す

新
た
に
65
歳
に
な
っ
た
人
は

介
護
保
険
料
を

納
め
な
い
で
い
る
と

介護を終えて

小 島 文
ふみ

さん（高田町３西）

問合せ：介護保険課介護保険係

（157－3111内線161・162）

○短期入所と通所系サービス

短期入所や通所系のサービスは、利

用者本人が入浴や食事の介護を受けら

れるほか、介護者が家事を行なったり、

休養の時間ができる側面を持ったサー

ビスです。

◇短期入所

短期入所は、家内の行事や農作業の

繁忙期になって介護ができない、ある

いは介護をしている人が病気や休養・

旅行などの場合に、短期間施設に宿泊

して介護を受けることができます。

短期入所には、特別養護老人ホーム

に併設された施設などで日常生活上の

介護を受ける「生活介護」と、老人保

健施設や療養型の医療施設などで医療

上のケアや介護を受ける「療養介護」

があります。

◇通所系サービス

通所系のサービスでは、日帰りで入

浴・昼食の介護を受けたり、機能訓練、

レクリエーションなどを行います。施

設では利用者の送迎も行っています。

通所のサービスには、福祉系の「通

所生活介護」と医療系の「通所リハビ

リ」があります。

【在宅で生活するために】

事業所ごとのサービスをわかりや

すく紹介した、「介護保険サービス

ガイド」を作成しました。ガイドに

は、地域の事業所ごとにサービスの

種類や利用料金、連絡先などが載っ

ています。各地区公民館・情報館・

在宅介護支援センターなどに配置し

てありますので、利用する際の参考

にしてください。

サービスガイドを
ご利用ください

介護保険サービス
ひと口メモ

介護保険サービス
ひと口メモ

介護保険サービス
ひと口メモ

介護保険サービス
ひと口メモ

介護保険サービス
ひと口メモ

介護保険サービス
ひと口メモ

介護保険サービス
ひと口メモ

介護保険サービス
ひと口メモ

介護保険サービス
ひと口メモ

介護保険サービス
ひと口メモ

介護保険サービス
ひと口メモ

介護保険サービス
ひと口メモ

介護保険サービス
ひと口メモ

介護保険サービス
ひと口メモ

介護保険サービス
ひと口メモ

介護保険サービス
ひと口メモ

介護保険サービス
ひと口メモ

保険料の納め方は２種類あります

年金が年間18万円以上の人 年金が年間18万円未満の人

納付書・口座振替による納付

（普通徴収）

年金からの天引き

（特別徴収）

納期は７月から翌年２

月までの８回です。口座

振替を希望する人は、金

融機関で手続きが必要で

す。※障害年金・遺族年

金受給者を含みます。

年金の定期払いの時

に、年金からあらかじめ

差し引かれています。手

続きは不要です。ただし

年金の現況届を忘れずに

提出してください。

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

保険料額

基準額×0.5

基準額×0.75

基 準 額

基準額×1.25

基準額×1.5

対　　　象　　　者

老齢福祉年金の受給者、生活保護の受給者で世帯全
員が住民税非課税の人

世帯全員が住民税非課税の人

本人が住民税非課税（世帯内に課税者がいる）の人

本人が住民税課税で合計所得金額が250万円未満の人

本人が住民税課税で合計所得金額が250万円以上の人

12年度

12年
４月

12年
10月

13年
４月

13年
10月

14年
４月

13年度の自己負
担額は、本来の
保険料額の3/4

本来の
保険料額

13年度 14年度

国の負担金 自己負担金

※基準額33,600円/年
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原水爆禁止十日町市協議会松井会長が勇退
～平和運動や福祉・音楽活動に多大な貢献～

５
月
27
日
a
市
民
会
館
で
「
箏
フ
ァ
ー

ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
組
曲

「
古
代
か
ら
の
贈
り
物
」
が
初
披
露
さ
れ

ま
し
た
。「
火
z
」「
二
千
年
蓮
」「
信
濃
川
」

の
三
部
か
ら
な
る
組
曲
は
、
箏
演
奏
家
で

作
曲
家
の
中
村
道み
ち

百ゆ

合り

さ
ん
の
作
品
で
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
中
村
さ
ん
を
は
じ

め
「
箏
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
と
「
双
葉
会
」

の
皆
さ
ん
が
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

中
村
さ
ん
が
、
両
手
で
同
時
に
二
面
の
箏

を
奏
で
る
「
二
面
奏
」
を
県
内
で
初
公
開

し
ま
し
た
。

演
奏
終
了
後
、
本
田
市
長
か
ら
中
村
さ

ん
に
「
国
宝
火
z
型
土
器
を
は
じ
め
広
く

本
市
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
」
と

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

箏
こと

ファーストコンサート開催
～組曲「古代からの贈り物」初披露～

２
０
０
２
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
（
Ｗ
杯
）
キ
ャ
ン
プ
地
の
誘
致
を
進
め

る
十
日
町
市
を
、
５
月
23
日
d
に
韓
国
放

送
公
社
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）
の
テ
レ
ビ
関
係
者
が

取
材
に
訪
れ
ま
し
た
。

『
Ｗ
杯
は
韓
国
を
変
え
る
』
と
題
す
る

番
組
づ
く
り
の
中
で
、
日
本
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
、
国
際
交
流
や
経
済
効
果
な
ど

を
検
証
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
一
行

は
誘
致
実
行
委
員
会
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

し
た
後
、
キ
ャ
ン
プ
予
定
地
の
当
間
高
原

を
訪
れ
ま
し
た
。
自
然
の
中
に
広
が
る
宿

泊
施
設
や
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
視
察
し
た
特

派
員
は
「
完
璧
な
環
境
に
お
ど
ろ
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
韓
国
チ
ー
ム
を
呼
び
た
い
ほ

ど
で
す
」
と
高
い
評
価
を
し
て
い
ま
し
た
。

韓国報道陣が十日町市を取材
～開催まで一年、高まる成功への期待～

このコーナーは、まちの話題や活動な

どを紹介しています。情報がありました

ら、企画人事課広報広聴係（157─3111

内線213）へ、お気軽にお寄せください。

トピックス
TOPICS

５
月
19
日
g

に
は
原
水
禁
協
議

会
、
私
立
保
育
園
連
絡
協
議
会
、
市

民
音
楽
協
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

四
団
体
が
発
起
人
と
な
り
、
「
松
井

先
生
に
感
謝
し
お
送
り
す
る
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
東
京
に
移
住
さ
れ

る
松
井
さ
ん
に
本
田
市
長
は
「
十
日

町
を
去
る
こ
と
は
誠
に
さ
み
し
く
残

念
で
す
。
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
、

世
界
に
誇
る
べ
き
す
ば
ら
し
い
平
和

運
動
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
、
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

な
お
、
原
水
禁
十
日
町
市
協
議
会

の
後
任
の
会
長
に
は
、
富
井
清
孝
さ

ん
（
六
箇
山
谷
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

５
月
17
日
e
、
原
水
爆
禁
止
（
原

水
禁
）
十
日
町
市
協
議
会
の
理
事
会

が
行
わ
れ
、
会
長
の
松
井
愛な
る

美み

さ
ん

が
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

松
井
さ
ん
は
昭
和
30
年
、
日
本
基キ

リ

督ス
ト

教
団
十
日
町
教
会
牧
師
、
十
日
町

幼
児
園
園
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

以
来
、
原
水
禁
十
日
町
市
協
議
会

長
、
十
日
町
私
立
保
育
園
連
絡
協
議

会
初
代
会
長
、
十
日
町
市
民
音
楽
協

会
初
代
会
長
、
十
日
町
市
社
会
福
祉

協
議
会
副
会
長
な
ど
歴
任
し
、
広
い

分
野
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
市
政
功
労
者
表
彰
、

県
知
事
表
彰
、
厚
生
大
臣
表
彰
、
市

文
化
賞
な
ど
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

7
日
本
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会
の
受
け

入
れ
で
来
日
し
て
い
る
フ
ィ
ジ
ー
、
ト
ン

ガ
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
な
ど
、
太
平
洋
諸
国

の
若
者
21
人
が
、
６
月
４
日
b
に
十
日
町

市
を
訪
れ
ま
し
た
。

市
役
所
を
訪
問
し
た
一
行
は
、
市
の
概

要
説
明
を
受
け
る
と
、
地
場
産
業
や
雪
に

つ
い
て
積
極
的
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
市
内
の
織
物
工
場
で
、
伝
統
産
業

で
あ
る
き
も
の
の
製
造
工
程
を
見
学
し
ま

し
た
。

一
行
は
、
自
国
の
経
済
開
発
の
参
考
と

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
日
本
の
伝
統
文
化

や
産
業
、
地
域
活
性
化
策
な
ど
を
見
学
・

理
解
し
な
が
ら
、
約
１
か
月
間
日
本
各
地

を
訪
れ
て
い
ま
す
。

太平洋諸国の青年21名が来市
～国際協力事業団の「青年招へい事業」～

十
日
町
市
と
十
日
町
管
工
事
業
協
同
組

合
（
村
山
松
寿
代
表
理
事
、
23
社
加
盟
）

は
、
地
震
な
ど
災
害
発
生
時
に
お
け
る
水

道
施
設
の
応
急
復
旧
に
つ
い
て
、
５
月
22

日
c
に
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

こ
の
協
定
に
よ
っ
て
、
災
害
時
に
は
給

水
機
能
を
早
期
に
回
復
す
る
た
め
の
正
確

な
情
報
伝
達
や
必
要
な
人
員
、
機
材
な
ど

の
確
保
が
速
や
か
に
行
な
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

特
に
、
震
度
５
以
上
の
地
震
が
発
生
し

水
道
施
設
に
被
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る

と
き
は
、
市
の
要
請
を
受
け
る
前
に
組
合

の
判
断
で
災
害
復
旧
隊
を
派
遣
す
る
な
ど

応
急
復
旧
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

災害時における水道施設の応急復旧
～十日町管工事業協同組合と協定を締結～

６
月
３
日
a
、
２
歳
児
と
成
人
を
対
象

と
し
た
「
無
料
歯
科
検
診
」
（
十
日
町
市

中
魚
沼
郡
歯
科
医
師
会
主
催
）
が
保
健
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
日
か
ら
10

日
ま
で
の
「
歯
の
衛
生
週
間
」
に
ち
な
ん

で
、
昭
和
62
年
度
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

当
日
は
、
２
歳
児
１
５
７
人
、
成
人
43

人
が
受
診
し
ま
し
た
。
ま
た
、
食
べ
た
ら

み
が
く
習
慣
の
大
切
さ
と
、
正
し
い
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
に
つ
い
て
、
歯
科
衛
生
士
か
ら

指
導
を
受
け
ま
し
た
。

歯
科
検
診
と
保
護
者
へ
の
歯
み
が
き
指

導
を
通
じ
て
、む
し
歯
予
防
と
早
期
治
療
、

正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方
法
の
習
慣
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

歯科医師会が無料歯科検診
～食べたらみがく習慣を～

東
ひ
が
し

鷲わ
し

宮
の
み
や

小
学
校
（
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
鷲わ

し

宮み
や

町
）
の
６
年
生
80
人
が
６
月
２
日
g
・

３
日
a
の
２
日
間
、
自
然
豊
か
な
赤
倉
集

落
を
訪
れ
、
農
村
・
農
業
体
験
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

赤
倉
に
到
着
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
近

く
の
山
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
た
あ
と
、
田
植

え
や
サ
ツ
マ
イ
モ
植
え
、
わ
ら
細
工
体
験

な
ど
の
農
作
業
に
初
挑
戦
し
ま
し
た
。

ま
た
、
夜
の
交
流
会
で
は
伝
統
芸
能
の

「
赤
倉
神
楽
」
を
鑑
賞
し
、
伝
統
文
化
を

満
喫
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
各
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
、
翌
日
行
わ
れ
た
赤
倉
小
学
校
の
運

動
会
に
も
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

埼玉の小学生が農村・農業体験学習
～赤倉集落で自然や伝統文化にふれる～
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小 林 秀 子さん
（春日町１）

体
の
調
子
が
悪
い
と
歯
周
病
が
悪

化
す
る
と
い
う
考
え
は
今
ま
で
に
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
歯
周
病
が

ほ
か
の
全
身
疾
患
に
影
響
し
て
い
る

こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

歯
周
病
は
、胃
腸
障
害
や
肩
こ
り
、

頭
痛
、
糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
た
り
、

心
臓
や
肝
臓
の
炎
症
を
引
き
起
こ
す

原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
糖
尿
病
と
歯
周
病
の
関
係

歯
周
病
は
、
歯し

垢こ
う

の
中
に
い
る
細

菌
が
、
歯
を
支
え
る
歯
ぐ
き
や
骨
に

炎
症
を
起
こ
し
、
放
っ
て
お
く
と
歯

が
抜
け
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
国
民

全
体
の
約
７
割
が
歯
周
病
に
か
か
っ

て
お
り
、若
年
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
糖
尿
病
患
者

の
歯
周
病
を
、
抗
生
物
質
を
用
い
て

治
療
す
る
こ
と
で
、
糖
尿
病
の
検
査

値
の
一
つ
で
あ
る
糖
化
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
値
（H

b
A
1
C

）
の
改
善
が
見
ら

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
歯
周
病
が

あ
る
場
合
に
は
糖
尿
病
に
な
り
や
す

い
と
い
う
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
を
生
き
抜
く
た
め
に

糖
尿
病
予
防
に
は
、
３
食
き
ち
ん

と
食
べ
、
運
動
を
す
る
な
ど
、
日
ご

ろ
か
ら
健
康
に
留
意
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
歯
周
病
予

防
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

特
に
糖
尿
病
の
予
備
群
、
あ
る
い

は
治
療
中
で
あ
る
と
い
う
人
は
、
毎

日
歯
み
が
き
を
続
け
、
歯
周
病
を
予

防
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
自
己
流

の
み
が
き
方
で
は
な
く
、
正
し
い
み

が
き
方
の
指
導
を
受
け
、
実
行
す
る

こ
と
に
よ
り
、
歯
周
病
は
予
防
で
き

ま
す
。

糖
尿
病
も
歯
周
病
も
、
症
状
が
出

る
前
か
ら
の
定
期
健
診
を
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
内
科
と
歯
科
の
か
か

り
つ
け
医
を
も
ち
、
体
と
歯
の
健
康

管
理
を
同
時
に
進
め
ま
し
ょ
う
。

歯
周
病
予
防
に
は
歯
ブ
ラ
シ
だ
け

で
な
く
、
歯
と
歯
の
間
を
み
が
く
歯

間
ブ
ラ
シ
や
糸
よ
う
じ
（
デ
ン
タ
ル

フ
ロ
ス
）
な
ど
の
使
用
が
効
果
的
で

す
。
こ
れ
ら
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
な
ど
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス

‡十日町市観光情報
‡くらしのダイヤル

57－0500
025－285－7000

●問い合わせ
健康福祉課
健康増進係
157―3111
（内線143）

69

6/11～6/18

6/18～6/25

6/25～7/2

7/2～7/9

重い責任を負う連帯保証人

自己破産は最後の手段

消費生活相談事例

～サラ金のトラブル～

循環型社会実現に向けて

－基本法の成立－

87

お ひ た し

ゆでた山たけのこをだしつゆ（市販のめ

んつゆでも可）に浸し、味をしみ込ませる

だけです。煮付けるとたけのこがしまり、

細くなりますが、この方法だとふっくらと

やわらかく仕上がります。

作り方

み　そ　汁

みそ汁の具は山たけのこ、身欠きにしん

（またはさばの水煮缶）、ねぎでお試しくだ

さい。おひたしはたけのこの柔らかい部分

で、この味噌汁は残りの固めの部分でも細

めに切ればおいしくいただけます。

作り方

初夏の訪れを感じさせてくれる山たけの
こがおいしい季節です。
炊き込みご飯、煮物、卵とじ、酢みそ和

え、みそ漬などいろいろな料理で楽しめま
すが、私のおすすめは「おひたし」と「み
そ汁」です。どちらもとても簡単です。ぜ
ひお試しください。

糖
尿
病
予
防
に
歯
周
病

予
防
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

9 平成13年6月10日号

３
人
兄
弟
の
長
女
と
し
て
岩
野
で

生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
兄
が
小
さ
い

う
ち
に
亡
く
な
り
、
妹
と
２
人
姉
妹

に
な
り
ま
し
た
。

一
徹
な
父
の
意
向
で
学
校
卒
業
後

は
、
家
で
田
や
畑
仕
事
の
手
伝
い
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
す
べ
て

手
作
業
の
時
代
で
、田
の
草
取
り
は
、

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
で
大
変
だ
っ
た

こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

昭
和
19
年
に
結
婚
し
ま
し
た
が
、

夫
は
す
ぐ
出
征
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
夫
の
出
征
と
、
高
齢
の
親
が
腰

が
悪
か
っ
た
こ
と
が
重
な
り
、
田
ん

ぼ
は
半
分
に
減
ら
し
ま
し
た
。
幸
い

に
も
夫
は
21
年
に
復
員
し
ま
し
た
。

終
戦
後
の
食
糧
難
の
時
代
に
「
芋

の
手
」
を
８
貫
目
（
約
30
o
）
ほ
ど

背
負
っ
て
行
商
に
出
ま
し
た
。
こ
れ

が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
こ
と
が
お
も

し
ろ
く
、
リ
ヤ
カ
ー
で
十
日
町
ま
で

野
菜
を
売
り
に
出
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
何
で
も
売
れ
る
時
代
で
、
朝

早
く
出
か
け
、
昼
過
ぎ
の
暑
い
盛
り

に
帰
っ
て
く
る
生
活
を
一
日
か
二
日

お
き
に
繰
り
返
し
ま
し
た
。

冬
季
は
機
織
り
を
し
ま
し
た
。
最

初
の
こ
ろ
は
手
織
り
で
し
た
が
、
機

械
織
に
変
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
行

商
を
や
め
て
か
ら
は
機
織
り
を
専
門

に
す
る
よ
う
に
な
り
、
70
歳
ま
で
続

け
ま
し
た
。
１
か
月
に
31
反
織
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
続

け
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
孫
の
面
倒

を
見
る
こ
と
に
な
り
や
め
ま
し
た
。

今
は
、
腰
が
悪
い
の
で
出
か
け
る

こ
と
は
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
。
こ
の
時

期
は
、
家
の
ま
わ
り
で
ぜ
ん
ま
い
や

ワ
ラ
ビ
も
み
を
し
た
り
し
な
が
ら
、

悠
々
自
適
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

山
菜
料
理
を
作
る
と
、
子
ど
も
た

ち
は
「
お
ふ
く
ろ
の
味
」
と
い
っ
て

喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
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村山キクノさん
（岩野）79歳

現
在
二
十
歳
に
な
れ
ば
、
だ
れ
で

も
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
が
、
大
正
十

四
年
に
定
め
ら
れ
た
選
挙
制
度
で

は
、
二
十
五
歳
以
上
の
男
子
の
み
に

選
挙
権
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
前

は
、
一
定
の
税
を
納
め
て
い
る
者
に

か
ぎ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
十
二
月
に
衆
議
院
議

員
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
二
十
歳
以

上
の
男
女
す
べ
て
に
選
挙
権
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
選
挙
法
の
も
と

で
、
戦
後
初
の
衆
議
院
議
員
の
選
挙

が
行
わ
れ
た
の
は
、
二
十
一
年
四
月

十
日
で
し
た
。
そ
し
て
倉
俣
村
出
身

の
野
村
ミ
ス
が
女
性
と
し
て
新
潟
県

初
の
代
議
士
に
当
選
し
た
の
も
こ
の

選
挙
で
し
た
。

二
十
二
年
四
月
に
は
地
方
自
治
法

が
定
め
ら
れ
、
五
日
に
知
事
・
町
村

長
選
、
二
十
日
に
参
議
院
地
方
区
選

挙
、
二
十
五
日
に
衆
議
院
選
挙
、
三

十
日
に
は
県
議
会
・
町
村
議
会
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
町
村
長
は
、
議
会
が

選
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
直
接
住
民

が
選
挙
で
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
中
央
の
官
僚
が
派
遣
さ

れ
て
い
た
県
知
事
も
県
民
が
選
挙
で

選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
民
選
知
事
選
挙
は
、
五

人
の
立
候
補
者
の
得
票
数
が
法
定
得

票
数
に
達
せ
ず
、
十
五
日
の
決
戦
投

票
の
結
果
、
中
条
村
出
身
の
岡
田
正

平
が
当
選
し
ま
し
た
。

町
村
長
・
町
村
議
会
議
員
選
挙
も

激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
当

選
し
た
町
村
長
と
新
し
い
議
会
の
議

長
な
ど
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
中
魚
沼
郡
全
体
で
は
、
六

名
の
女
性
が
立
候
補
し
ま
し
た
が
、

当
選
者
は
秋
成
村
・
中
条
村
の
各
一

名
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

（
通
史
編
５
　
近
・
現
代
二
）

十日町市史を読む 51

十日町情報館女性にも参政権

町村名

地方自治法施行後の町村長等一覧

町村長 助　役 収入役 議　長 副議長

十日町

中条村

下条村

吉田村

水沢村

六箇村

川治村

中 山 龍 次

樋 口 清

井 川 培 平

柳 良 吉

桑 原 貢

福崎善衛門

村 山 謙 吉

宮 内 喜 平

池田潤二郎

丸山為一郎

斎 木 昌 一

金 沢 常 勇

俵 山 貞 義

高橋和長治

夏井栄太郎

小 川 剛

小 杉 正

尾 身 善 信

金 沢 清 一

桑 原 福 一

伊 藤 真

庭 野 清 平

庭 野 卯 治

米 山 昇

斎 木 政 蔵

上村新一郎

柳 銀 平

斎 木 一 栄

大 野 文 丈

田村平八郎

小宮山達男

柳　隆太郎

金沢太郎吉

福崎健一郎

村 山 正 平

良い歯ブラシの選び方



十
日
町
小
唄
日
本
一
優
勝
大
会
20

周
年
を
記
念
し
て
開
催
し
ま
す
。「
十

日
町
小
唄
」
と
と
も
に
全
国
的
に
有

名
な
新
民
謡
の
日
本
一
大
会
優
勝
者

と
一
流
民
謡
歌
手
が
一
堂
に
集
い
ま

す
。
■
日
時
＝
７
月
７
日
g
午
後
１

時
〜
■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
■
ゲ
ス
ト

＝
小
杉
真
貴
子
、
山
本
謙
司
■
入
場

料
＝
８
０
０
円
（
当
日
券
１
、
０
０

０
円
）
■
入
場
券
販
売
所
＝
ク
ロ
ス

10
、
公
民
館
本
館
・
地
区
館
、
観
光

協
会
■
問
合
せ
＝
十
日
町
市
観
光
協

会
（
市
役
所
内
1
57
│
３
３
４
５
）

小
学
校
低
・
中
学
年
向
き
の
16
ミ

リ
映
写
で
す
。
ご
家
族
い
っ
し
ょ
に

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
■
日
時
＝
６

月
23
日
g

午
前
10
時
〜
11
時
■
会

場
＝
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
学
校
町

１
）
■
映
写
題
名
＝
イ
ル
カ
と
少
年
、

瓜
っ
子
姫
と
ア
マ
ン
ジ
ャ
ク
■
入
場

料
＝
無
料
■
問
合
せ
＝
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー
（
1
57
│
４
３
９
５
）

■
日
時
＝
７
月
11
日
d
午
後
７
時
〜

■
会
場
＝
十
日
町
保
健
所
■
人
数
＝

20
人
程
度
■
受
講
料
＝
無
料
■
そ
の

他
＝
犬
は
連
れ
て
こ
な
い
■
申
込

み
・
問
合
せ
＝
７
月
４
日
d
ま
で
に

十
日
町
保
健
所
（
1
57
│
２
４
０
０
）

■
日
時
＝
６
月
23
日
g

午
後
７
時

（
受
付
‥
６
時
30
分
〜
）〜
９
時
■
会

場
＝
市
民
体
育
館
■
参
加
費
＝
５
０

０
円
■
申
込
み
＝
当
日
受
付
で
■
そ

の
他
＝
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
内

履
が
必
要
で
す
■
問
合
せ
＝
佐
野

（
1
57
│
５
０
１
２
）

県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
た
ち
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
新
潟
を
再
発
見

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
主
会
場
の
講
演

を
県
内
各
受
信
会
場
の
テ
レ
ビ
で
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
※
８
月

５
日
a
は
十
日
町
情
報
館
が
主
会
場

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
も
の
は

情
報
館
の
テ
レ
ビ
で
視
聴
で
き
ま

す
。
■
問
合
せ
＝
十
日
町
情
報
館

（
1
50
│
５
１
０
０
）

■
日
時
＝
６
月
13
日
・
20
日
・
27
日
、

７
月
４
日
・
11
日
の
各
水
曜
日
午
後

７
時
30
分
〜
９
時
30
分
※
全
５
回
で

雨
の
場
合
は
順
延
、
途
中
か
ら
の
参

加
も
可
■
会
場
＝
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
■
定
員
＝
40
人
■
参
加
料
＝

３
、
０
０
０
円
（
初
回
講
習
時
に
徴

収
）
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
市
テ
ニ

ス
協
会
・
堀
（
1
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
55
│
２

３
８
５
）

十
日
町
市
は
リ
ゾ
ー
ト
開
発
や
事

業
活
動
に
よ
る
公
害
を
未
然
に
防
止

し
、
良
好
な
自
然
環
境
を
保
つ
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
㈱
当
間
高
原
リ
ゾ

ー
ト
と
環
境
保
全
協
定
を
結
ん
で
い

ま
す
。
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
監

視
委
員
会
は
こ
の
協
定
に
基
づ
き
活

動
し
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
度
の
活
動
や
調
査
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
委
員
会
の
開
催

２
回
開
催
し
ま
し
た
。
１
回
目
は

13
年
度
以
降
の
農
薬
の
使
用
に
つ
い

て
、
㈱
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
か
ら
変

更
申
請
が
あ
り
、
審
議
の
う
え
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
２
回
目
は
12
年
度
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
お
よ
び
監
視
調
査
結

果
の
報
告
や
13
年
度
の
監
視
調
査
計

画
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

◆
水
質
検
査
立
ち
会
い

調
整
池
２
か
所
、
当
間
川
、
市
之

沢
川
、
水
沢
川
の
河
川
３
か
所
、
井

戸
な
ど
の
地
下
水
８
か
所
で
水
質
検

査
の
立
ち
会
い
を
行
い
ま
し
た
。
立

ち
会
い
期
間
は
12
年
４
月
〜
13
年
３

月
の
毎
月
１
回
で
す
。
（
降
雪
期
の

１
・
２
月
を
除
く
）

◆
水
質
検
査
結
果

全
窒
素
、
全
り
ん
、
農
薬
、
大
腸

菌
群
、
水
素
イ
オ
ン
濃
度
な
ど
31
項

目
に
つ
い
て
検
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
農
薬
は
監
視
基
準
値
お

よ
び
水
質
目
標
値
以
下
で
し
た
。
一

般
項
目
で
は
水
素
イ
オ
ン
濃
度
や
大

腸
菌
群
な
ど
月
に
よ
っ
て
は
、
監
視

基
準
値
お
よ
び
水
質
目
標
値
の
範
囲

外
と
な
っ
た
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
動
植
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

事
業
活
動
に
よ
る
動
植
物
へ
の
影

響
を
把
握
す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
植
物
に
つ
い
て

は
10
年
度
、
動
物
に
つ
い
て
は
11
年

度
と
の
比
較
で
は
大
き
な
変
化
は
な

く
、
動
植
物
に
お
よ
ぼ
す
影
響
は
な

い
も
の
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

◆
農
薬
飛
散
状
況
調
査

農
薬
散
布
時
の
農
薬
飛
散
状
況
を

把
握
し
、
周
辺
集
落
へ
の
農
薬
飛
散

を
未
然
に
防
止
す
る
目
的
で
実
施
し

ま
し
た
。
全
地
点
で
飛
散
粒
子
が
確

認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
周
辺

住
民
に
与
え
る
影
響
は
な
い
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
生
活
環
境

係
（
内
線
１
５
９
）

11 平成13年6月10日号

４
月
16
日
b
に
主
要
地
方
道
十
日

町
塩
沢
線
の
二
ツ
屋
地
内
で
発
生
し

た
地
す
べ
り
は
、
二
ツ
屋
、
船
坂
、

塩
之
又
集
落
の
生
活
道
路
を
遮
断
し

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
う
回
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
た
３
集
落
の
皆
さ
ん
に
対

し
、
５
月
25
日
f
に
道
路
管
理
者
で

あ
る
十
日
町
土
木
事
務
所
か
ら
、
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
の
説
明
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

十
日
町
土
木
事
務
所
で
は
、
地
す

べ
り
発
生
に
伴
い
、
地
す
べ
り
計
測

計
を
設
置
し
観
測
を
続
け
る
と
と
も

に
、
雪
消
え
と
同
時
に
地
上
調
査
を

し
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
縦
３
２

０
ｍ
、
横
２
３
０
ｍ
の
地
す
べ
り
ブ

ロ
ッ
ク
が
あ
り
、
そ
こ
に
融
雪
水
が

浸
透
し
、
地
す
べ
り
が
起
き
た
と
推

定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
は
小

康
状
態
と
判
断
し
ま
し
た
。

十
日
町
土
木
事
務
所
で
は
、
地
す

べ
り
計
７
基
を
追
加
す
る
と
と
も

に
、
生
活
道
路
の
早
期
復
旧
に
努
め

て
お
り
、
６
月
15
日
f
正
午
に
車
両

通
行
止
め
を
解
除
す
る
予
定
で
す
。

た
だ
し
、
地
す
べ
り
計
か
ら
警
報

が
出
た
場
合
は
、
再
度
交
通
規
制
を

か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

完
全
復
旧
に
つ
い
て
は
、
調
査
の

結
果
を
待
っ
て
、
工
法
な
ど
を
決
め

て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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ガイド
催し

講座

全
国
新
民
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

子
ど
も
映
写
会

家
庭
犬
の
し
つ
け
方
教
室

レ
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

テ
レ
ビ
遠
隔
講
座

「
21
世
紀
私
の
考
え
る
新
潟
」

硬
式
テ
ニ
ス
初
心
者

基
本
講
習
会 ※時間はいずれも午後１時30分～３時30分

月日 講　　師 テ　ー　マ

6/27
d

料理研究家
河内さくら

明るい人生を歩むため
の新潟の食文化

7/8
a

横笛奏者
狩野　泰一

佐渡が好き、
新潟が好き

7/15
a

アルビレックス
新潟監督
反町　康治

ワールドカップに
かける新潟の夢

8/5
a

児童文学作家
杉　みき子

雪の中の物語

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト

環
境
監
視
委
員
会
の
活
動

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト

環
境
監
視
委
員
会
の
活
動

㈱
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
活
動

㈱
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
活
動

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
調
査
結
果

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
調
査
結
果

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
調
査
結
果

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
調
査
結
果

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
調
査
結
果

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
調
査
結
果

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
調
査
結
果

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
調
査
結
果

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
調
査
結
果

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
調
査
結
果

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
調
査
結
果

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
調
査
結
果

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
調
査
結
果

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
調
査
結
果

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
調
査
結
果

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
調
査
結
果

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
環
境
調
査
結
果

第
１
回
大
地
の
芸
術
祭
で
展
示
さ

れ
た
作
品
の
う
ち
、
恒
久
設
置
さ
れ

た
69
作
品
は
、
今
で
も
鑑
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
（
一
部
展
示
期
間

が
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
た

め
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

越
後
妻
有
に
は
現
在
も
、
作
品
鑑

賞
の
た
め
に
国
内
外
か
ら
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
作
品
鑑

賞
に
役
立
つ
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
と
し

て
、「
今
も
見
ら
れ
る
大
地
の
芸
術
祭

ア
ー
ト
マ
ッ
プ
」（
Ａ
２
版
四
つ
折
り

両
面
カ
ラ
ー
刷
・
無
料
）
を
作
成
し

ま
し
た
。

マ
ッ
プ
に
は
、
広
域
全
体
の
地
図

の
中
に
、
作
品
設
置
場
所
の
詳
細
や

全
作
品
の
写
真
な
ど
が
載
っ
て
い
ま

す
。昨

年
の
会
期
中
は
、
忙
し
く
て
作

品
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人

も
、
初
夏
の
さ
わ
や
か
な
季
節
に
、

６
市
町
村
を
回
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
川
西
町
に
あ
る
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
タ
レ
ル
さ
ん
が
設
計
し
た
「
光

の
館
」、
河
合
喜
夫
さ
ん
、
塚
本
由
晴

さ
ん
、
石
井
大
五
さ
ん
の
３
人
が
そ

れ
ぞ
れ
設
計
し
た
節
黒
城
跡
キ
ャ
ン

プ
場
の
３
棟
の
コ
テ
ー
ジ
、
松
之
山

町
の
マ
リ
ー
ナ
・
ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ

チ
さ
ん
の
「
夢
の
家
」
は
宿
泊
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
今
も
見
ら
れ
る
大
地
の
芸
術
祭

ア
ー
ト
マ
ッ
プ
」
は
、
各
市
町
村
の

企
画
担
当
窓
口
（
企
画
人
事
課
企
画

係
）
な
ど
に
配
置
し
て
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
広
域
事
務
組
合
企
画
振
興

課
（
1
57
│
２
６
３
７
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

初
夏
に
誘
わ
れ
作
品
め
ぐ
り
は
い
か
が
で
す
か

「
今
も
見
ら
れ
る
ア
ー
ト
マ
ッ
プ
」
が
で
き
ま
し
た

22

宿
泊
可
能
な
「
光
の
館
」（
川
西
町
）

▲

二ツ屋地すべり災害仮復旧のお知らせ
～　６月15日F正午に車両通行止めを解除　～

問
合
せ
‥
十
日
町
土
木
事
務
所
道

路
課
（
1
57
│
５
８
２
５
）
ま
た

は
市
建
設
課
（
1
57
│
３
１
１
１

内
線
２
５
０
）

（
状
況
）

（
今
後
の
対
応
）



〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

■
５
月
25
日
号
18
ペ
ー
ジ
む
し
歯
の

な
い
よ
い
歯
の
子
の
名
前
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
阿
部
真
理

ち
ゃ
ん
（
寿
町
２
）
で
す
。
訂
正
し

お
詫
び
し
ま
す
。

■
５
月
25
日
号
３
ペ
ー
ジ
ご
み
分
別

Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
の
２
番
目
の
Ｑ
が

抜
け
落
ち
て
い
ま
し
た
。正
し
く
は
、

「
Ｑ
‥
新
た
な
指
定
袋
や
現
在
の
指

定
袋
に
は
る
シ
ー
ル
は
い
つ
か
ら
販

売
し
ま
す
か
。」「
Ａ
‥
い
ず
れ
も
６
月

か
ら
、
現
在
の
販
売
店
で
販
売
し
ま

す
。」
で
す
。
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

13 平成13年6月10日号

つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
は
届
出
（
申

請
）
が
必
要
で
す
。
必
要
書
類
を
持

参
の
う
え
、
国
保
係
の
窓
口
に
届
出

（
申
請
）
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
係
に
届
出
る
と
と
も
に
、
変

更
の
あ
っ
た
月
内
で
変
更
日
後
に
医

療
機
関
に
受
診
し
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
月
の
う
ち
に
必
ず
変
更
後
の
保

険
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
限
が
切
れ
た

保
険
証
で
受
診
す
る
と
、
保
険
給
付

が
正
し
く
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

変
更
後
の
医
療
保
険
証

65
歳
以
上
で
、
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
、
１
級
か
ら
３
級
ま
で

に
該
当
す
る
人
と
、
下
肢
障
害
で
４

級
の
１
号
、
３
号
、
４
号
に
該
当
す

る
人
、
お
よ
び
音
声
機
能
、
言
語
機

能
の
４
級
に
該
当
す
る
人
。
②
国
民

年
金
法
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人
で
、
身
体
障
害
・
精

神
障
害
を
問
わ
ず
１
級
と
２
級
に
該

当
す
る
人
。
③
障
害
年
金
は
受
給
し

て
い
な
い
が
、
精
神
障
害
の
程
度
が

１
級
ま
た
は
２
級
と
同
程
度
で
あ
る

と
判
断
で
き
る
人
（
初
老
期
痴
呆
も

含
む
）
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
に
該
当

す
る
人
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
に
該
当
す
る
人
＝
身
体
障
害
者
手

帳
、
医
療
保
険
証
②
に
該
当
す
る

人
＝
障
害
年
金
の
受
給
が
確
認
で
き

る
年
金
証
書
、
医
療
保
険
証
、
精
神

障
害
者
手
帳
③
に
該
当
す
る
人
＝
医

師
の
診
断
書
（
指
定
の
用
紙
が
国
保

係
に
あ
り
ま
す
）、
医
療
保
険
証

同
じ
世
帯
で
同
じ
月
の
う
ち
に
医

療
機
関
ご
と
に
、診
療
費
を
３
０
、０

０
０
円
以
上
支
払
っ
た
人
が
２
人
以

上
い
る
と
き
な
ど
は
、
合
算
し
て
３

７
、２
０
０
円
を
超
え
た
分
は
国
保
か

ら
払
い
戻
し
を
受
け
ら
れ
ま
す
。（
住

民
税
が
非
課
税
の
世
帯
で
は
、２
１
、

０
０
０
円
以
上
の
支
払
い
分
を
合
算

し
て
２
４
、６
０
０
円
を
超
え
た
分
）

申
請
に
必
要
な
も
の

医
療
機
関
の
領
収
書
、
医
療
保
険

証
、
口
座
番
号
の
控

■
問
合
せ
＝
介
護
保
険
課
国
保
係

（
内
線
１
５
５
）

■
物
件
＝
黒
沢
市
営
住
宅
（
昭
和
46

年
・
47
年
建
設
、簡
易
耐
火
構
造
２
階

建
）
■
間
取
り
＝
５
帖
、
３
帖
、
Ｄ
Ｋ

■
家
賃
＝
８
、３
０
０
円
〜
１
６
、８

０
０
円
■
戸
数
＝
２
戸
■
募
集
締
切

＝
６
月
25
日
b
■
申
込
み
・
問
合
せ

＝
入
居
の
資
格
な
ど
申
込
み
条
件
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
建
設
課

克
雪
利
雪
対
策
室
建
築
住
宅
係
（
内

線
２
７
４
）へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
勤
務
期
間
＝
７
月
16
日
b
〜
８
月

31
日
f
■
勤
務
予
定
時
間
＝
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分
（
８
月
13

日
b
以
降
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）、

交
代
勤
務
■
募
集
人
数
＝
12
人
程
度

■
応
募
資
格
＝
18
歳
〜
29
歳
ま
で
の

体
力
お
よ
び
水
泳
能
力
に
自
信
の
あ

る
健
康
な
人
で
、
期
間
中
継
続
し
て

勤
務
で
き
る
人
（
高
校
生
は
不
可
）

■
申
込
み
＝
６
月
29
日
f
必
着
で
履

歴
書
を
総
合
体
育
館
に
提
出
■
問
合

せ
＝
総
合
体
育
館
（
1
52
│
４
３
７

７
）

国
税
局
や
税
務
署
で
働
く
税
務
職

員
を
募
集
し
ま
す
。
■
受
験
資
格
＝

昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
59
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人
■
試
験
日
・
内
容
＝

第
一
次
試
験
‥
９
月
２
日
a
教
養
試

験
、
適
性
試
験
、
作
文
■
受
付
期
間

＝
６
月
20
日
d
〜
27
日
d
■
申
込
先

＝
人
事
院
関
東
事
務
局
■
資
料
請

求
・
問
合
せ
＝
十
日
町
税
務
署
（
1

52
│
３
１
８
１
）

■
日
時
＝
７
月
10
日
c
午
後
２
時
〜

３
時
■
会
場
＝
十
日
町
保
健
所
■
医

師
＝
田
村
医
師
（
五
日
町
病
院
）
■

申
込
み
・
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
健

康
増
進
係
（
内
線
１
４
４
）
ま
た
は

十
日
町
保
健
所（
1
57
│
２
４
０
０
）

小
・
中
・
高
等
学
校
で
14
年
度
に

使
用
す
る
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

■
期
間
＝
６
月
19
日
c
〜
７
月
７
g

（
た
だ
し
、
月
曜
日
と
６
月
29
日
f

を
除
く
）
■
展
示
時
間
＝
火
・
木
・

金
曜
日
‥
午
後
７
時
ま
で
、
水
曜
日

‥
午
後
９
時
ま
で
、
土
・
日
曜
日
‥

午
後
５
時
ま
で
※
開
始
は
い
ず
れ
も

午
前
９
時
30
分
■
会
場
＝
十
日
町
教

科
書
セ
ン
タ
ー（
十
日
町
情
報
館
内
）

■
問
合
せ
＝
学
校
教
育
課
学
校
教
育

係
（
内
線
３
１
２
）

乗
用
車
１
台
（
ガ
ソ
リ
ン
車
）
が
、

10
分
間
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
や
め
る
と

０
・
14
リ
ッ
ト
ル
の
燃
料
節
約
と
な

り
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
90
グ
ラ

ム
（
炭
素
換
算
）
削
減
で
き
ま
す
。

不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

家
庭
裁
判
所
の
家
事
事
件
手
続
に

関
す
る
情
報
を
、
音
声
や
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
、
わ
か
り
や
す
く
ご
案
内
し
ま

す
。
24
時
間
年
中
無
休
で
す
。
■
内

容
＝
①
家
事
事
件
に
関
す
る
一
般
的

な
案
内
②
夫
婦
、
親
子
、
親
族
間
の

調
整
、
相
続
な
ど
の
問
題
に
関
す
る

調
停
手
続
お
よ
び
各
種
申
立
手
続
に

つ
い
て
の
案
内
③
家
事
事
件
手
続
に

つ
い
て
の
相
談
■
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
＝
０
２
５
│
２
３
０
│
０
０
０
１

12

暮らしのガイド*市役所157－3111 暮らしのガイド*市役所157－3111

募集

保健
福祉その他

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

市
民
プ
ー
ル
監
視
員
・

パ
ー
ト
職
員
募
集

税
務
職
員
（
Ⅲ
種
）
募
集

〜
高
等
学
校
卒
業
程
度
〜

心
の
健
康
相
談

教
科
書
展
示
会

ス
ト
ッ
プ
！
ア
イ
ド
リ
ン
グ

家
事
事
件
手
続
案
内

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

ゆずります……

ゆずってください……

品　　　名 規　格 希望価格

*消費者協会（市民生活課生活環境係
内線157）へ

ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください

タイヤ（普通車）４本 15インチ
新品同様 相談で

パ イ プ ベ ッ ド シングル
新品同様 5,000円

Ｂ Ｓ デ コ ー ダ ー マスプロ 無　料

Ｇコード　予約機 無　料

毛 糸 編 み 機 シルバー 相談で

小 学 生 用 学 習 机 相談で

軽箱型ライトバン ホンダ 相談で

カ ラ ー テ レ ビ 14 型 無　料

タイヤ・ホイル新品 ホンダアコード
ＣB５ 相談で

マッサージチェア 70㎝×70㎝
×90㎝ 5,000円

ズボンプレッサー 無　料

室 内 用 換 気 扇 無　料

べ ビ ー ベ ッ ド 500円

バ イ ク 50CC
ヤマハYBＩ 50,000円

マットレス（シングル）新品
座いす　４台　大・小 無　料

子 供 用 自 転 車 22インチ 2,000円

ベ ッ ド 無　料

ご み 処 理 容 器 密閉型 無　料

コ ー ル タ ー ル １斗缶　３個 無　料

自 転 車 22インチ 無　料

小 型 耕 耘 機 相談で

子 ど も 用 自 転 車 14インチ 相談で

子 ど も 用 一 輪 車 20～22インチ 相談で

二 段 ベ ッ ト 相談で

電 話 機 子機つき 相談で

三 輪 車 相談で

バ イ ク 　 5 0 ㏄
ホンダ

スーパーカブ 相談で

ミ ニ 耕 耘 機 畑を耕せれば良い 5,000円

パ ソ コ ン 台 NEC  IBM 3,000円

大 人 用 自 転 車 1,000円

新 生 児 用 品 一 式 相談で

冷 蔵 庫 大　型 無　料

チャイルドシート・ベビーカー 新生児用 各3,000円位

チャイルドシート・ベビーカー ０歳児くらい 無　料

チャイルドシート・ベビーカー ０歳児くらい 相談で

チャイルドシート・ベビーカー ０歳児くらい 3～5,000円位

ベ ビ ー カ ー 二人乗り 無　料

ベ ビ ー カ ー 二人乗り 相談で

ケーキ作りセット
ミキサー、型、へら

一部でも
お願いしたい 相談で
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70
歳
に
な
る
前
に

老
人
保
健
に
該
当
す
る
人

老
人
保
健
に
関
す
る

各
申
請
に
つ
い
て

■十日町市地域福祉基金へ＝立正佼成会十日

町教会（143,172円）高橋健一（上川町50,000円）

■博物館へ＝田村重明（田中町本通り）高橋留

男（四日町４）富田ナカ（尾崎）和田安治（中町）

宮沢勇二（伊達３）山崎重義（谷内丑）

■情報館へ＝丸山克巳（南鐙坂）広川正治（昭

和町３）関口仁彦（田川町１）関口義之助（妻

有町西１・２）猪和朗（栄町)平野幸作（島）滝沢

栄輔（本町東１）根津吉晴（田中町西）高橋一郎

（城之古１）高橋和実（中条八幡）尾身誠司（鉢

２）大熊明（本町７－１）高橋晴美（城之古１）

佐藤ヒサ子（四日町新田３）樋口愛子（中里村）

■十日町市精神障害者家族会へ＝阿部セツ子

（中条旭町10,000円）

■十日町中学校食堂・武道館建設資金へ＝十

日町教育振興後援会、十日町小・中学校後援会、

十日町中学校新座美佐島地区後援会、十日町中

学校同窓会、十日町中学校PTA（15,000,000円）

寄付ありがとう
5月25日届出分まで（敬称略）

新潟県美術展覧会（県展）が６年ぶりに十日町市で開催されます。

展示は、日本画、洋画、版画、彫刻、工芸、書道、写真の七部門です。

身近で県内の卓越した芸術に触れることのできる、数年に一度の絶好

の機会です。ぜひお出かけください。

※同時に、第31回新潟県ジュニア展も併催されます。

【入場料】 ◆一　般＝450円（前売り：400円）

◆高校生・大学生＝200円（前売りなし）

◆中学生以下＝無　料

【前売入場券取扱所】

公民館（本館・地区館）、情報館、総合体育館、博物館、青少年ホー

ム、市役所庶務管理課、クロス10、商工会議所、織物組合、ＪＡ十日町、

市内カメラ店、ほか

【受賞者（敬称略）】

3,322点の応募作品のうち、市内の出展者（市内の芸術団体などの会

員を含む）では、19点の作品が入賞しました。

■洋画＝小林順二（本町７－１）村山正彦（中条旭町）高橋永美子（津南町）

■版画＝大口貞信（四日町１）若月藤一（城之古３）田口良平（川西町）

田中善男（小千谷市）

■彫刻＝小杉元義（四日町２）

■工芸＝徳永隆男（本町７－２）越村騰（新座３）山本深智世（学校町）

重野広（妻有町西１）野村重義（千歳町）

■書道＝岩田香烟（本町６－１）柳松月（本町２）

■写真＝福崎均（本町６－３）樋熊フサ子（新座４－１）竹内賢一（川

治下町２）根津義広（中条中町）

【問合せ】社会教育課（公民館本館　157－5011）

第56回県展が十日町にやって来る！
会　期　７月４日D～11日D

午前９時～午後７時（最終日は午後３時）

会　場　十日町市総合体育館（西本町１）
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■発行/十日町市役所
〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番地 TEL0257-57-3111 FAX52-4635
Email  info@city.tokamachi.niigata.jp URL http://www.city.tokamachi.niigata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

子 供
ギャラリー

山野に見られる落葉低木で、たくさんの歌になる

など、古くから親しまれてきた植物です。６月ころ、

向かいあってついた枝の先に、たくさんの真っ白い

花を円
えん

錐
すい

状につけます。花の中をのぞいてみると、

おしべが10個ちょうど、黄色い頭のこけしのよう

に見え、かわいらしく感じます。（右上写真）

幹が空
うつ

ろなので、｢空木｣の意味でこの名がついた

そうです。(右下写真)また、卯月（旧暦の４月、現

在の６月）に花が咲くからとも言われています。

ウツギが咲きはじめるころ、十日町では梅雨が始

まります。透き通る花びらいっぱいに、初夏の日差

しを浴びる姿も美しいですが、雨の日の可
か

憐
れん

な純白

の花にも、なんともいえない風
ふ

情
ぜい

があります。

ウツギ（ユキノシタ科）

柳　侑
ゆう

歩
ほ

ちゃん・千
ち

遥
はる

ちゃん

平成９年12月20日・平成11年９月10日生まれ
下川原町

Baby
す
こ
や
か
ち
ゃ
ん

ま
ち
の
宝
63

5月末現在
（ ）は前月からの増減

■人　口　43,789人 （＋ 3）

男　21,473人 （－ 7）

女　22,316人 （＋10）

■世帯数　13,054世帯 （＋ 3）

172

とおかまちの自然

市 民 の 動 き

194

仕切り屋でめんどう見がいい姉の

侑歩ちゃん。そのあとをピッタリと

ついていく妹の千遥ちゃん。侑歩ち

ゃんがお歌を歌うと、千遥ちゃんは

うしろで踊っています。

たまにけんかをしても、すぐに仲

直り。とっても仲のいい姉妹です。

お母さんとバスえんそくに行ったときの

ことをかきました。すごく長いすべりだい

や大きなトンネルがいっぱいあって、とっ

ても楽しかったです。

金 沢 奈 実ちゃん

（５歳）

このまえバスえんそくに行ったとき、マ

マと池のこいを見たんだ。赤いのや黒いの

や黄色いのや大きいのや小さいのがいっぱ

いいたよ。また行きたいな。

岡 田 一
いっ

成
せい

ちゃん

（５歳）

中
条
保
育
園

ほととぎす　鳴く声聞くや　卯
う

の花の
咲き散る岡に　田

く

草
さ

引く娘子
おとめ

（万葉集）


